
新型コロナウイルス感染症流行時における 

耳鼻咽喉科・頭頸部外科への紹介について 
 

 

 

平素より大変お世話になっております。 

広島県内における新型コロナウイルス感染状況ですが、５月以降、新規感染者

は減少傾向にあります。そこで、4 月上旬から中止としていた「エアロゾルが発生す

る手技」である耳科手術および鼻科手術を当院では再開することとしました。 

全国的にも６月上旬から手術再開の流れが始まりつつあるようです。 

なお、手術に際しましては下記を条件とさせて頂いております。 

 

〇手術前 2週間に海外渡航歴がないこと 

〇発熱や咳、倦怠感等の自覚症状がないこと 

〇手術前数日以内の院内 PCR検査で陰性が確認されること 

〇胸部 CTで肺炎等の異常陰影を認めないこと 

 

また、手術枠は以前の 7 割程度に削減されているため、緊急性の高い手術を優

先させて頂く場合があります。また、感染状況によっては再度、手術の延期等をお

願いすることがある点についてもご了承頂ければと存じます。 

皆様方におかれましては、２ヵ月以上の長期にわたって大変なご迷惑をおかけし

恐縮ですが、今後ともよろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

県立広島病院 院長           平川勝洋 

耳鼻咽喉科・頭頸部外科主任部長  平位知久 

（お願い） 


